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「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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集まり散じて　─修了式・入学式報告─
　2019年3月25日、早稲田キャンパス大隈講堂大講堂にて大学院法務研究科の2018年度修了式が行われ、
99名の修了生が早稲田の杜を巣立っていきました。
　修了式の終了後には、大学院法務研究科の承認学生研究活動団体Welcome-Law School主催の祝賀会が、
リーガロイヤルホテル東京にて開催され、多くの修了生が参加し、盛会となりました。

修了生からのメッセージ 2019年3月大学院法務研究科修了　関
せき

　志
し

保
ほ

　心配性な私はロースクール進学にあたりた
くさんの大学を受験し、そして幸いなことに
複数校から合格を頂きました。さて、どこに
進学しよう。悩んでいた折に、本研究科OB
の先輩とお話しする機会を頂きました。
　先輩からは、本研究科の授業やサポート体
制など様々なご説明を頂きましたが、「早稲
田は多くの法曹を輩出しているから、法曹に
なってからも困らないよ」「何より、早稲田
は楽しいよ」この2つの言葉が決め手となっ
て、早稲田大学法務研究科への進学を決めま
した。
　さて、2年間を過ごして、この言葉を胸に進学を決めて本当に良かったと感じています。
　エクスターンシップでお邪魔させていただいた事務所では、複数のOBOGの先輩方と本研究科近くの定
食屋さんや雑貨屋さんの話、お世話になっている先生の話で盛り上がり、法曹になってからもこのような形
で先輩方と交流するのだろうと想像できました。アカデミック・アドバイザーの先生方には時に厳しくご指
導いただき、答案の書き方の基礎の基礎から、学修の土台を作ることができました。また、学年が近い先輩
方は、先輩方ご自身が勉強で忙しい折にも学修の相談に親身になって乗ってくださいました。そして先生方
は、毎回のように質問に来る私に、嫌な顔一つせずに時間を割いてくださいました。最後に、何よりも同期
は、一緒に学び、苦しいときには励まして、笑顔をくれる素敵な仲間たちでした。この同期たちとだったか
らこそ、2年間勉強漬けの忙しく苦しい毎日の中でも、楽しみを見つけながら過ごすことができました。
　先輩方や先生方、同期とのご縁に恵まれ、学修の面でも、それ以外の日々の生活においても、本当に充実
した、宝物のような2年間を過ごすことができました。まさに「早稲田を楽しんだ」私ですが、今まで諸先
輩方に助けていただいた分も、これからはOGとして、何か後輩に還元できるような人材になりたいと考え
ています。これから法曹として社会に出て、より多くの先輩方や後輩たちと交流できることを楽しみにして
います。

入学式

　2019年4月3日、早稲田キャンパス8号館にて大学院法務研究科の2019年度入学式が行われました。
　満開の桜の下、182名の新入生が早稲田の門をくぐりました。
　入学式後には、稲門法曹奨学金に採用された新入生に採用通知が授与されました。
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エクスターンシップ　参加者の声

大学院法務研究科　退職教員のご紹介

大学院法務研究科修了生　伊
い

藤
とう

　海
かい

晴
せい

　エクスターンシップでは、民事事件を中心とした
多くの課題を出していただき、非常に多くのことを
学ぶことができました。これらの課題には必ず
フィードバックもあり、それらを通じて、ロースクー
ルで今現在学んでいる事柄が、実務ではどう用いら
れているのか、そのことを深く知ることができたの
が一番の収穫だと思っています。また、私が現在学
んでいることは卓上のものに過ぎず、それだけでは
実務上何もなし得ないのであり、しっかりと実務と
の両輪を揃えることが非常に大事なことであると痛
感いたしました。
　エクスターンシップ終了後1年が経過いたしまし
たが、エクスターンシップで学んだ実務的な視点と
いうのは、ロースクールでの学習を進める上でも非
常に役に立ちました。今学んでいることが、実務的
にどう作用するのか、どう役立つのか、実際の訴訟
等を意識しながら、メリハリのある学習をここ1年
行うことができました。
　私にとってその2週間は、普段ロースクールで学
んでいても、これがどう実務に影響するのか、私が
志望している弁護士という職業はどんなことをして
いるのか、単に弁護士という職業を知った気になっ
てるのではないかという疑問に様々な形で答えてく
れる本当に得難いものを得ることができた期間でし
た。在籍している先生方も、課題に取り組む私を気
遣ってくださったり、気さくに話しかけてくださっ
たりと、大変居心地のいい2週間を過ごすことがで
きました。
　このような素晴らしい機会を下さり、本当にあり
がとうございました。

大学院法務研究科客員教授
弁護士（東京八丁堀法律事務所）　吾

あづ ま

妻　望
のぞみ

　ロースクールで学ぶ意義はどこにあるのか―この
問いに応えてくれるのが臨床カリキュラムのひとつ
の柱であるエクスターンシップです。これまで教室
で学んできた法律が、実社会の具体的な案件や紛争
においてどのように作用し適用されるのかに触れる
ことは、実務法曹を志す者にとってとても意義深い
ことです。
　エクスターンシップでは、実際の取引や交渉にお
ける予防的・戦略的な視点からの法適用の可能性に
ついて調査・検討してもらったり、実際の紛争事件
について主張や反論を組み立てて裁判所に提出する
書面を起案してもらった上で、弁護士とディスカッ
ションしさらにブラッシュアップしてもらいます。
また、依頼者との打合せに出席し、裁判所や弁護士
会に同行する等できるだけ様々な体験をしてもらう
ようにしています。
　エクスターンシップでもうひとつ忘れてはならな
いのは、実務法曹とのコミュニケーションを通じて
その人となりに深く触れる機会があることです。実
事案を通じての法の姿に触れるだけでなく、弁護士
が実際どのようなことを考えて案件処理に当たって
いるのか、またその思考のバックボーンにある経歴、
経験談や人生観等にまで触れることができることは、
その案件処理のより深いところの理解とともに、自
分の将来像を具体的に描いたり、モチベーションを
一層高めたりすることにもつながります。これこそ
正に、臨床カリキュラム、とりわけエクスターンシッ
プならではの真の魅力なのかもしれません。
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自由権規約委員会委員に選出されて
大学院法務研究科教授　古

ふる

谷
や

　修
しゅう

一
いち

　2018年6月に国連本部で実施された選挙で、市民
的及び政治的権利に関する国際規約（自由権規約）
が設置する自由権規約委員会の委員に選出されまし
た。2019年1月1日から4年間の任期となります。
委員会は国籍の異なる18名の委員によって構成さ
れています。その主な任務は、自由権規約の履行状
況について締約国から定期的に提出される報告書を
審査し、また規約が定める権利の侵害を訴える被害
者からの通報を受理し検討することにあります。
　国連は70年前の1948年に世界人権宣言を、さら
にその理想を具体化するための条約として、1966
年に自由権規約を採択しました。自由権規約は、生
命に対する権利、身体の自由、公正な裁判の実現、
思想・信条・宗教の自由、法の前の平等など、いず
れも民主主義と法の支配の実現にとって不可欠な権
利や自由の保障を締約国に義務づけています。人権
は普遍的なものであり、世界のどの地域、どのよう

な文化・歴史・宗教の下でも
等しく保障されなければなり
ません。しかし他方で、各国
は固有の政治制度を持ち、経
済状態を抱え、文化的伝統を
擁しています。こうした各国
固有の状況を十分斟酌したう
えで、どのように人権の普遍性を訴え実現していく
のか、そこに委員としての仕事の困難さと共に、醍
醐味があると感じています。
　今後は早稲田大学での教育研究活動も続けながら、
年間3ヶ月ほどをジュネーブで暮らし、委員会の仕
事を行っていきます。この貴重な経験を早稲田での
法曹教育に生かしてゆくことはもちろんですが、将
来世界で活躍する法曹をめざす早稲田の学生たちに、
ジュネーブでのインターンシップのようなものが提
供できないかとも考えているところです。

　2004年4月にスタートした法科大学院制度も15
年が経過しました。同じ時期に、私は、東京都立大
学から本学に移籍してきたので、早稲田大学法務研
究科創成期の熱い議論を経験する幸運に恵まれまし
た。司法改革の理念に忠実な制度設計をめざし、す
べての人々のための司法とはどうあるべきかを論じ
ながら、早稲田ローは一貫して努力を続けてきたと
思います。法曹養成制度をめぐる環境変化の中で、
当初の方針の維持はだんだん難しくなっていますが、
それでも、文部科学省の加算プログラムや人材発掘
入試制度などには「多様性の追求」という理想が反
映されています。
　早稲田ローが取り組んでいる「女性法曹輩出促進
プロジェクト（FLP）」もその一つです。主として男
性が占めてきた法曹職に女性を増やし、多様なバッ
クグラウンドをもつ法曹を増やすことが、法をめぐる
実務にとっても、「知」の深化にとっても有益である、
という考えに根ざしています。ジェンダーのみならず、
人種、民族的出身、障がいの有無に関しても、法曹
界はさらに多様化すべきでしょう。日弁連法務研究財
団による認証評価の項目に、学生の多様化や教員の
ジェンダー構成が入っているのも、そのためです。
　ジェンダーに関する早稲田ローの評価はどうで
しょうか。誇れることはたくさんあげられます。
FLPが積み重ねてきた地道な諸活動、複数の専任

教員が担ってきたジェンダー法の講義（他大学では
非常勤の教員が多い）、クリニック科目との連携、
ジェンダー法研究会（学生サークル）の継続的活動、
修了生たちによるジェンダー法稲門会の組織化、そ
こを基盤とする法曹界での活躍等々。しかし一方、
教員のジェンダー構成は偏っており、女性比率は1
割以下というありさまです。FLPをより広げるた
めにも、教授会は思い切った人事計画を立てて欲し
いと心から願っています。

法曹界の多様化 大学院法務研究科教授　浅
あさ

倉
くら

　むつ子
こ

浅倉 むつ子  先生　略歴
1971年3月　東京都立大学法学部法律学科卒業
1979年4月　東京都立大学法学部助手
1984年4月　東京都立大学法学部講師
1987年4月　東京都立大学法学部助教授
1991年4月　東京都立大学法学部教授
2004年4月　 早稲田大学大学院法務研究科教授

　東京都立大学名誉教授
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編集・発行　早稲田大学法務教育研究センター
〒 169-8050　東京都新宿区西早稲田1－6－1
Tel：03‒3208‒9592 ／ Fax：03‒5286‒1720
Email：law-school-cpler@list.waseda.jp
http://www.waseda.jp/folaw/cpler/

稲門法曹奨学金へのご寄付についてのお問合せ
早稲田大学大学院法務研究科

Tel：03 -5286 -1678　Fax：03 -5286 -1720

「梓」 送付停止や、送付先のご住所・ご勤務先の
変更等をご希望の場合は、以下の申請フォームにて
申請をお願いいたします。代理の方による申請も
可能です。なお、代理の方はお手数ですが、封書の
破棄をお願いいたします。

＜申請フォームURL＞
https://www.waseda.jp/
 folaw/gwls/alumni/wls-news-letter/

検索早稲田　梓

　法科大学院制度は、新たな変革の時代を迎えまし
た。すでに、公表されているように、法科大学院に
おいて2年ないし3年で行ってきた法曹養成システ
ムは、学部3年・法科大学院2年（3＋2）の5年一
貫教育の導入が検討され、ほぼ決定される状況です。
従来の法科大学院制度自体は残りますが、定員の半
数はこの3＋2の一貫教育で法曹養成を行うことに
なります。法学部教育と法科大学院教育とを連携さ
せるこの変革は、早稲田大学の法学教育全体が評価
されることにほかなりません。本研究科は、学部と
連携して、3＋2の一貫教育で司法試験の実績を向
上させ、さらに早稲田大学法学教育の評価をより一

層高めることをめざします。また他方で、本研究科
が創設当初から重点をおいてきた多様なバックボー
ンを有する学生を法曹として輩出する未修者教育も
変革を加えつつ、より充実させていきます。この度
の平成31年度加算プログラムでは、3＋2の一貫教
育と未修者教育の強化が主に評価されましたが、本
年も全国で1位の評価を得ました。本研究科は継続
して法科大学院ではトップの評価を得ています。本
研究科は、優れた法曹、挑戦する法曹を養成するた
め、新たな取組みと継続する取組みを融合させ、変
革の時代に挑戦していきます。

法科大学院制度の変革
早稲田大学大学院法務研究科の新たな試み

　2019年度稲門法曹会総会・記念講演会・懇親会
（合格祝賀会）の日程が決定いたしました。

懇親会では全体での記念撮影も行います。
是非この機会にお誘い合わせの上ご出席ください。

2019年度稲門法曹会総会・記念講演会・懇親会の
日程が決まりました

日　時  ：  2019年10月26日（土）　午後1時
場　所  ：  リーガロイヤルホテル東京

　グッズを手に取り、親近感を持ってもらいたいと
いう思いから大学院法務研究科のオリジナルのトート
バッグを製作しました。
　早稲田キャンパス、大隈庭園前UniCafe125内の
WasedaSHOPで販売しております（1,000円／税込）。
ぜひこの機会にご購入ください。

　インターネット経由でも、ご購入いただくことが
可能です。

大学院法務研究科　オリジナルキャンバストートバッグ

大学院法務研究科研究科長　松
まつ
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